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はじめに

本資料は、すでに導入されている業務システムとAmazonビジネスを
システム連携(パンチアウト)する際の流れを記載した資料です。

Amazonビジネスと既存システムを連携することで、一貫した購買オペレー
ションが実現でき、ユーザー/グループの管理業務も軽減することができます。
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システム連携(パンチアウト)とは

システム連携(パンチアウト)とは、購買システムや経費精算システムなどに
ログインし、そこから外部カタログサイトへ連携して選択した商品情報を元
に、申請や発注を行う機能です。

豊富な商品を提供するAmazonビジネスのようなサイトとシステム連携する
ことで、購買業務から会計業務までの一連の流れをシステム化でき、業務効
率の改善や内部統制の強化に役立てることができます。

ご利用中のシステム

システム連携(パンチアウト)

カートに投入した商品の
情報を戻し、申請・承認

外部カタログサイト
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システム連携(パンチアウト)のメリット

購買部門のメリット 申請者のメリット

ユーザー/組織/配送先住所などの管理が不要
ご利用システムに登録されている情報を利用する
ため、Amazonビジネス上でこれらの情報を登録
する必要はありません。

共通の承認ワークフローが利用可能
ご利用システムで利用されている承認ワークフ
ローの機能を利用するため、Amazonビジネス内
でワークフローの設定を行う必要はありません。

すべての購買実績を一元化し分析が可能
Amazonビジネスだけでなく、他のカタログサイ
トの購買実績を一元的に管理することができるた
め、横断的な購買分析が行えます。

使い慣れたAmazonで購買
個人で利用しているAmazonと同じインタフェー
スを利用できるため、利用開始日からトレーニン
グ不要で利用することができます。

豊富な品揃えから商品を選択可能
Amazonビジネスが提供する数億点の商品から適
切なものを選択可能です。すでに連携しているカ
タログサイトで提供されていない商品もAmazon
なら見つかる可能性があります。

経費精算業務がシンプルに
Amazonビジネスをシステム連携することで、申
請者は購買業務を行うのみで、支払いは会社一括
の請求書払いなどが利用可能です。
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連携可能システムの例(2021年6月現在)

購買システムだけでなく、幅広いサービスと連携

購買 会計・経費精算 その他

APMRO
アルファパーチェス

SAP Ariba
SAPジャパン

Coupa
Coupa

EPCUS
日本ノーベル

Kobuy
一貫堂

Oracle Fusion Cloud 
Procurement
日本オラクル

SOLOEL
ソロエル

Tradeshift Buy
トレードシフトジャパン

楽々Procurement II
住友電工情報システム株式会社

eKeihi
イージーソフト

Concur Expense
コンカー/オージス総研

ジョブカンワークフロー/経
費精算
Donuts

楽楽精算
ラクス

<大学向け>

ACOffice
エデュース

Dr. Budget
NBソリューション

desknet’s NEO
ネオジャパン

LINE WORKS
ワークスモバイルジャパン

サテライトオフィス・購買
システム連携 for Amazon 
ビジネス
サテライトオフィス

SmartDB
ドリームアーツ

Workday
ワークデイ

Amazonビジネス購買支援
サービス
大和化成
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システム連携とデータ連携の違い

システム連携(パンチアウト) データ連携

概要 業務システムからAmazonビジ
ネスを呼び出し、カートに投
入した商品情報を業務システ
ム側で承認・管理する方式

Amazonビジネスで購買した情
報を業務システムにインポー
トする方式

連携方法 業務システムとの自動連携 CSVデータによるマニュアル
操作

利用ユーザー管理 業務システム Amazonビジネス

承認ワークフロー管理 業務システム Amazonビジネス

購買申請から連携する”システム連携 (パンチアウト)”と、
購買後の実績データを取り込む ”データ連携”では以下の違いがあります。
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ご利用開始までの流れ

7
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Amazonビジネスのアカウント
開設

Amazonビジネスにて
システム連携の設定

業務システム側での連携設定

連携テスト

ユーザーマニュアルの作成
(オプション)

購買依頼者の登録/招待

購買依頼者への
利用開始アナウンス

以下のリンクより新規登録を行って下さい。
https://business.amazon.co.jp/

連携設定にはガイドが用意されている場合があります。
ご不明の場合は、貴社担当営業もしくは、Amazonビジネスカスタマー
サービスまでお問合せ下さい。

ご利用されているシステムの契約先まで連携設定に関する問い合わせを行って
ください。設定に関するマニュアルが提供されている場合があります。

システム連携が設定できているか検証を実施して下さい。

スムーズにシステム連携をご利用いただくため、事前にAmazonビジネスへ
ユーザー登録を行う、または招待メールを発行することができます。
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よくあるご質問

• カタログ連携(システム連携)とは？
• カタログ連携とは、購買システムを使用して商品を購入することを示す用語です。Amazonビジ

ネスを外部カタログとして購買システムに登録すると、ユーザーは購買システムを介して
Amazonで注文することができます。
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お問い合わせ先

システム連携(パンチアウト)に関するご相談は、以下のURLからお問合せ下
さい。
https://business.amazon.co.jp/ja/contact-us
※ Amazonビジネスのご登録状況により問い合わせ先が異なりますのでご注意下さい。

https://business.amazon.co.jp/ja/contact-us
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Thank You

本資料に含まれている情報は、 Amazon の秘密情報を含んでいます。本資料に記載された情報の第三者への共有、その他の使用は禁止されてい
ることをご了承ください。
本資料に記載された情報（データ類も含みます。以下同じです。）は、皆様に対する弊社の情報提供を目的として作成されておりますが、弊社
がその内容につき、正確性、妥当性および完全性を保証するものではありません。
本資料に記載の内容は2021年6月現在のものであり、弊社において、これを予告なく変更等する場合があることを、あらかじめご了承ください。
本資料に関連するサービス内容、およびインターネットサイト上の表示等は変更となることがありますのでご了承ください。
弊社は、本資料の記載内容につき細心の注意を払っておりますが、記載された情報の誤り等に関し、一切責任を負うものではありません。
© 1996-2021, Amazon.com, Inc. or its affiliates. All rights reserved. Amazon, アマゾン, Amazon.co.jp, Amazon ロゴ, Amazon.comおよびAmazon.co.jpロゴは、
Amazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。無断転載・改変・複製等の一切の行為を禁止します。


